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は
じ
め
に

　

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
恵
庭
岳
滑
降
競
技
場
と
の
出
会
い
は
昭
和
四
十
二
（
一
九

六
七
）
年
五
月
、
苫
小
牧
東
高
校
の
山
岳
部
員
と
し
て
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
を
挟
ん
で
西
側

に
位
置
す
る
漁
い
ざ
り

岳だ
け

（
一
三
一
九
㍍
）
を
目
指
し
た
時
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
前
年
、
中
学
三
年
生
の
時
初
め
て
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
を
訪
れ
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
意
識
さ
せ
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
当
時
、
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
へ
の
道
は
、
湖
畔

（
現
・
支
笏
湖
温
泉
）
か
ら
船
に
乗
っ
て
支
笏
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
あ
る
奥お
く
た
ん潭
（
オ

コ
タ
ン
）
湖
岸
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
オ
コ
タ
ン
ペ
川
沿
い
に
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
、
そ
し

て
漁
岳
を
目
指
し
た
。
そ
の
時
も
、
前
年
同
様
に
川
沿
い
の
小
道
を
登
る
は
ず
だ
っ
た

の
だ
が
、
立
派
な
道
が
造
成
中
で
驚
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
毎
年
五
月
、
こ
の
道
を
登
っ
て
漁
岳
に
向
か
っ

た
。
そ
の
た
び
に
道
路
の
整
備
が
進
み
、
南
西
斜
面
に
滑
降
コ
ー
ス
が
浮
か
び
上
が
っ

て
い
っ
た
。
雪
の
な
い
時
期
の
ス
キ
ー
場
を
眺
め
る
と
、
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
跡
地
で

あ
る
ゲ
レ
ン
デ
が
ま
る
で
土
砂
崩
れ
の
跡
の
よ
う
に
見
え
る
の
と
同
じ
だ
っ
た
。

　

昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
の
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
東
京
で
テ
レ
ビ
観
戦

だ
っ
た
と
思
う
。
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
が
、
滑
降
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
テ

レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
コ
ー
ス
終
盤
の
急
斜
面
を
「
ま
る
で
湖
に
飛
び
込
む
よ
う
だ
」

な
ど
と
声
を
張
り
上
げ
て
い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ス
跡
に
踏
み
込
ん
だ
の
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
。
そ
の
次
が
、
会
場
跡
地
に

放
置
さ
れ
た
顕
彰
碑
が
話
題
に
な
っ
た
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
。

　

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
滑
降
コ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
た
平
成
八
（
一
九
九
六
）

年
に
も
登
っ
た
。
植
樹
さ
れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
ま
だ
背
丈
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
標
高
八

〇
〇
㍍
付
近
で
、
黒
い
動
物
が
走
り
去
る
の
を
見
て
一
瞬
仔
グ
マ
か
と
緊
張
し
た
が
、

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
と
分
か
っ
て
安
心
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
こ
の
辺
ま
で
登
れ
ば
切
り
立
っ

た
山
頂
部
が
よ
く
見
え
た
。
こ
の
年
は
二
回
登
っ
た
。

　

平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
四
月
、
思
い
立
っ
て
丹に

鳴な
る
だ
け岳
（
一
〇
四
〇
㍍
）
に

登
っ
た
。
天
候
が
悪
化
し
て
途
中
で
引
き
返
し
た
が
、
標
高
九
〇
〇
㍍
を
超
え
る
と
北

東
方
向
に
恵
庭
岳
南
西
斜
面
の
ほ
ぼ
全
体
が
見
え
た
。
こ
の
時
季
、
こ
の
方
向
か
ら
眺

め
た
の
は
ほ
ぼ
二
〇
年
ぶ
り
だ
っ
た
。
最
初
に
目
に
入
っ
た
の
は
斜
面
下
部
に
浮
か
び

上
が
っ
た
二
本
の
黒
い
帯
だ
っ

た
。
植
え
ら
れ
た
針
葉
樹
が
大

き
く
立
派
に
育
っ
て
い
る
姿

だ
っ
た
。
雪
に
覆
わ
れ
た
斜
面

に
走
る
針
葉
樹
の
黒
い
帯
は
、

こ
こ
で
滑
降
競
技
が
開
催
さ
れ

た
″
記
念
す
べ
き
証
し″

だ
っ

た
が
、
ど
う
見
て
も
周
囲
と
の

違
和
感
が
大
き
か
っ
た
。

　

そ
の
年
の
秋
、
定
年
後
の
第

二
の
職
場
で
恵
庭
岳
を
毎
日
の

よ
う
に
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
の
友
人
に
頼

恵
庭
岳
滑
降
コ
ー
ス
緑
化
復
元
か
ら
四
〇
年

‐
コ
ー
ス
跡
地
の
現
状
を
見
る
‐
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ま
れ
て
一
緒
に
コ
ー
ス
跡
地
を
登
っ
た
。
「
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
四
〇
年
」
の
た

め
の
取
材
が
目
的
だ
っ
た
。
筆
者
は
、
気
に
な
っ
て
い
た
″
違
和
感″

の
現
場
を
見
て

や
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
だ
が
、
準
備
不
足
で
果
た
せ
ず
、
翌
年
も
一
回
。
さ
ら
に
平
成

二
十
五
年
に
は
二
回
も
登
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

植
物
や
土
木
の
専
門
家
で
は
な
い
筆
者
に
森
林
復
元
の
学
術
的
な
状
況
な
ど
分
か
る

わ
け
も
な
い
が
、
″
違
和
感″

の
様
子
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
自
分
と
滑
降
コ
ー
ス
の

関
わ
り
に
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
　滑

降
コ
ー
ス
の
概
要

　

恵
庭
岳
は
支
笏
湖
の
北
岸
に
位
置
す
る
標
高
一
三
二
〇
㍍
の
円
錐
形
で
急
峻
な
活

火
山
。
厚
い
溶
岩
と
溶
岩
ド
ー
ム
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
、
約
二
万
年

前
の
大
規
模
な
噴
火
に
よ
る
溶
岩
流
の
噴
出
で
原
型
が
形
成
さ
れ
た
。
二
万
年
前
か
ら

始
ま
る
活
動
は
現
代
ま
で
六
期
に
分
け
ら
れ
、
約
二
〇
〇
〇
年
前
の
第
五
期
に
山
頂
部

か
ら
山
体
西
麓
で
溶
岩
が
流
出
し
、
オ
コ
タ
ン
ペ
川
を
せ
き
止
め
て
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
を

誕
生
さ
せ
た
。
こ
の
時
期
の
山
頂
部
か
ら
山
麓
部
ま
で
続
く
溶
岩
流
の
上
に
滑
降
コ
ー

ス
が
造
成
さ
れ
た
。

　

植
生
は
山
麓
部
が
ハ
リ
ギ
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ダ
ケ
カ
ン

バ
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
が
中
心
で
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
は
少
な
い
。

中
腹
に
入
る
と
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
が
増
え
ダ
ケ
カ
ン
バ
を
交
え
た
混
交
林
に
な

る
。
山
頂
部
で
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
多
く
、
ハ
イ
マ
ツ
の
ほ
か
ミ
ネ

ヤ
ナ
ギ
や
イ
ワ
ヒ
ゲ
な
ど
の
高
山
植
物
も
交
じ
っ
て
く
る
。

　

恵
庭
岳
滑
降
競
技
場
の
造
成
は
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月
か
ら
始
め
ら
れ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
の
四
十
六
年
十
一
月
ま
で
続
い
た
。
造
成
に
は
六
㌧
の
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
が
使
わ
れ
、
爆
破
後
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
整
地
が
行
わ
れ
た
。

　

完
成
し
た
男
子
コ
ー
ス
は
標
高
三
五
四
～
一
一
二
六
㍍
、
コ
ー
ス
長
二
六
三
六
㍍
、

平
均
斜
度
一
七
度
、
最
大
斜
度
三
七
度
。
女
子
コ
ー
ス
は
標
高
三
三
六
～
八
七
〇
㍍
、

コ
ー
ス
長
二
一
〇
八
㍍
、
平
均
斜
度
一
四
度
、
最
大
斜
度
三
五
度
。
幅
は
男
女
コ
ー
ス

共
に
二
〇
～
六
〇
㍍
。

　

男
女
の
コ
ー
ス
の
間
に
第
一
区
間
延
長
八
八
四
㍍
、
第
二
区
間
延
長
八
三
〇
㍍
の

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
二
本
、
そ
の
上
部
に
三
三
〇
㍍
の
チ
ェ
ア
リ
フ
ト
一
本
が
設
け
ら
れ

た
。
伐
開
コ
ー
ス
も
含
め
用
地
は
四
三
・
四
㌶
、
森
林
伐
採
量
は
約
二
九
〇
〇
立
方

㍍
、
土
工
量
は
約
六
万
五
〇
〇
〇
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

立
木
伐
採
と
整
地
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら
始
ま
り
、
四
十
四
年
に
は
コ
ー
ス
全
域
約

二
〇
㌶
に
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
な
ど
の
牧
草
類
が
肥
料
、
土
壌
改
良
材
な
ど
と
と
も
に

空
中
散
布
さ
れ
て
い
る
。

　

付
帯
施
設
は
コ
ー
ス
上
か
ら
ス
タ
ー
ト
ロ
ッ
ジ
、
ス
タ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、
中
間
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
山
麓
部
に
は
聖
火
台
、
運
営
本
部
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、
宿

舎
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
駐
車
場
な
ど
合
わ
せ
て
三
八
棟
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

緑
化
復
元
工
事

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
な
ど
に
よ
る
コ
ー
ス
の
存
続
運
動
も

あ
り
、
撤
去
復
元
方
針
が
決
ま
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
復
元
計
画
案
が
ま
と

ま
っ
た
の
は
四
ヵ
月
を
経
た
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
六
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ

た
。

　

最
大
の
課
題
は
、
伐
開
し
荒
廃
し
た
コ
ー
ス
を
緑
化
す
る
た
め
の
斜
面
の
安
定
化

だ
っ
た
。
安
定
化
の
た
め
の
擁
壁
な
ど
、
ど
の
程
度
の
土
木
工
作
物
が
必
要
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
で
、
北
大
の
東
三
郎
教
授
（
現
・
森
林
空
間
研
究
所
主
宰
）
な
ど
の
指
導

を
受
け
て
、
地
上
に
あ
ま
り
突
出
し
な
い
低
構
造
の
工
作
物
を
有
機
的
に
配
置
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
し
た
施
設
の
解
体
材
、
現
地
資
材
を
活
用
し
た
土
留
工
と
し
て
の

緑
化
基
礎
工
が
計
画
さ
れ
た
。
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特
に
斜
面
上
層
の
安
定
を
図
り
崩
落
や
雪
崩
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
男
子
コ
ー

ス
ス
タ
ー
ト
直
下
と
男
女
コ
ー
ス
ゴ
ー
ル
直
前
の
急
斜
面
に
は
地
表
面
に
金
網
を
張

る
面
状
基
礎
工
。
ゴ
ー
ル
直
前
な
ど
の
急
斜
面
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
埋
設

基
礎
工
、
砂
よ
り
も
径
の
大
き
な
石
で
水
を
通
し
や
す
い
礫れ
き

を
用
い
た
埋
設
排
水
溝
で

あ
る
礫
暗あ
ん
き
ょ渠
工
、
ヤ
ナ
ギ
網
柵
工
。
比
較
的
斜
度
の
穏
や
か
な
場
所
に
は
八
〇
㍍
の
間

隔
を
置
い
て
上
部
を
開
け
放
し
た
明め
い
き
ょ渠

排
水
工
な
ど
が
計
画
さ
れ
た
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

駅
舎
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
斜
面
の
浸
食
防
止
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
残
置
さ
れ

た
。

　

緑
化
復
元
対
象
面
積
は
三
二
・
二
㌶
で
、
そ
の
緑
化
復
元
と
い
っ
て
も
林
相
を
元
ど

お
り
に
復
元
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能
な
た
め
「
そ
の
近
似
値
の
森
林
を
目
指
す
」
こ

と
を
目
標
に
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ナ
ナ
カ

マ
ド
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
苗
を
、
「
画
一
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
植
え
込
む
」
こ
と

と
し
た
。本
来
植
え
る
べ
き
だ
っ
た
エ
ゾ
マ
ツ
は
、関
係
者
の
談
話
な
ど
を
読
む
と
「
入

手
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
種
子
か
ら
直
接
苗
木
を
育
て
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
当

時
の
事
情
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
国
家
的
事
業
の
後
始
末
と
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
お

粗
末
な
気
が
す
る
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。
入
手
難
を
口
実
に
育
て
や
す
く
成
長
が

早
い
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
活
用
し
た
と
勘
ぐ
り
た
く
な
る
。

　

植
栽
密
度
は
通
常
は
一
㌶
当
た
り
二
〇
〇
〇
本
だ
が
、
こ
こ
で
は
㌶
当
た
り
三
〇
〇

〇
～
四
〇
〇
〇
本
と
し
、
植
穴
を
不
整
形
に
配
し
て
各
植
穴
に
は
土
壌
改
良
材
、
肥
料

を
混
入
し
た
客
土
が
行
わ
れ
た
。
標
高
七
〇
〇
㍍
以
上
で
は
ポ
ッ
ト
苗
が
使
わ
れ
た
。

そ
れ
以
下
は
普
通
苗
を
使
い
、
一
本
植
え
の
ほ
か
針
葉
樹
と
広
葉
樹
、
針
葉
樹
の
み
、

広
葉
樹
の
み
の
束
植
え
も
行
わ
れ
た
。
束
植
え
に
よ
っ
て
幼
齢
期
の
環
境
抵
抗
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
優
勢
樹
が
よ
り
早
く
針
広
混
交
林
に
な
る
よ
う
期
待
し
た
と
い
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
施
設
の
撤
去
、
保
全
工
事
、
緑
化
工
事
の
大
部
分
は
昭
和

四
十
七
、
四
十
八
年
度
に
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
実
施
。
四
十
九
年
に
同

組
織
委
員
会
解
散
し
た
後
の
緑
化
復
元
は
日
本
体
育
協
会
に
引
き
継
が
れ
、
北
海
道
が

そ
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
た
。

　

植
栽
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
施
設
跡
地
に
は
草
生
工
が
行
わ
れ
、
六
十

一
（
一
九
八
六
）
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
補
植
、
下
草
刈
り
、
野
鼠
駆
除
、
追
肥
な
ど

の
保
育
・
管
理
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　

工
事
が
終
わ
っ
た
翌
年
に
日
本
体
育
協
会
の
委
託
で
林
業
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

北
海
道
支
所
に
よ
る
状
況
調
査
が
行
わ
れ
『
恵
庭
岳
滑
降
競
技
場
復
元
工
事
調
査
報
告

書
（『
最
終
報
告
書
』）』
が
ま
と
め
ら
れ
た
。『
最
終
報
告
書
』
で
は
「
わ
が
国
唯
一
の

森
林
復
元
の
成
功
例
」、「
周
辺
と
の
調
和
、
同
化
は
時
間
と
と
も
に
解
決
さ
れ
る
」
と

評
価
し
て
い
る
。

　

『
最
終
報
告
書
』
を
受
け
て
、
関
係
者
に
よ
る
終
了
確
認
会
議
が
開
か
れ
、
平
成
元

（
一
九
八
九
）年
、日
本
体
育
協
会
は
苫
小
牧
営
林
署
に
工
事
の
終
了
届
け
出
を
行
い
、

土
地
は
国
有
林
に
戻
さ
れ
た
。

　

な
お
、
施
設
の
一
部
は
仮
設
工
作
物
の
耐
用
年
限
内
に
限
り
野
外
自
然
教
育
施
設
へ

の
転
用
が
認
め
ら
れ
、
奥
潭
地
区
の
観
光
開
発
を
目
論
ん
だ
千
歳
市
の
支
笏
湖
自
然
の

村
と
し
て
昭
和
五
十（
一
九
七
五
）年
六
月
に
開
村
（
開
村
期
間
六
～
九
月
）
し
た
が
、

利
用
が
伸
び
ず
に
三
年
後
の
昭
和
五
十
三
年
に
閉
村
し
た
。
こ
の
間
の
利
用
者
は
四
九

六
二
人
だ
っ
た
。
施
設
は
翌
年
解
体
さ
れ
て
い
る
。

競
技
場
跡
地
へ
‐ 

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
十
月

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
跡
地
へ
行
く
に
は
、
以
前
は
道
道
支
笏
湖
線
か
ら
オ
コ
タ
ン
ペ

川
を
渡
る
橋
が
あ
っ
た
が
、
す
で
に
外
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
の
は
橋
台
だ
け
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
橋
台
が
残
さ
れ
て
い
る
最
大
の
構
造
物
だ
ろ
う
。
現
在
は
道
道
の
通
行
止

め
地
点
か
ら
ほ
と
ん
ど
廃
道
と
い
え
る
ほ
ど
荒
れ
た
林
道
を
登
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

　

そ
の
林
道
を
進
む
と
恵
庭
岳
の
登
山
道
に
な
っ
て
い
る
西
沢
コ
ー
ス
へ
の
分
岐
に
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突
き
当
た
る
。
余
談
に
な
る
が
、
滑
降
コ
ー
ス
に
な
っ
た
斜
面
よ
り
南
側
に
位
置
す
る

沢
を
西
沢
と
呼
び
、
そ
の
北
側
に
あ
る
尾
根
（
斜
面
）
を
南
西
斜
面
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
分
岐
を
西
側
に
進
む
と
、
チ
シ
マ
ザ
サ
の
生
い
茂
っ
た
周
囲
の
森
と
は

様
子
の
か
な
り
違
う
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
に
で
る
。
こ
こ
が
男
子
コ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
地

点
。
さ
ら
に
進
ん
で
小
さ
な
尾
根
を
回
り
こ
む
と
や
は
り
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
と
そ
の
奥

に
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
見
え
る
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
に
で
る
。
こ
こ
が
女
子
の
ゴ
ー
ル
地

点
に
な
る
。
男
女
の
ゴ
ー
ル
付
近
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
を
優
占
種
と
し
、
さ
ら
に
林
相
が
画

一
化
し
な
い
よ
う
植
樹
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
と
て
も
そ
う
は
思
え
な
い
。

　

今
回
登
っ
た
の
は
女
子
ゴ
ー
ル
か
ら
で
、
男
女
コ
ー
ス
の
合
流
点
か
ら
男
子
コ
ー
ス

に
入
っ
た
。
以
前
に
登
っ
た
最
初
か
ら
男
子
コ
ー
ス
と
考
え
て
い
た
が
、
踏
み
分
け
道

が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
標
識
が
し
っ
か
り
付
い
て
い
る
女
子
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

女
子
コ
ー
ス
の
西
側
に
は
コ
ー
ス
最
後
の
急
斜
面
の
上
に
出
る
作
業
道
が
作
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
作
業
道
に
入
る
と
周
囲
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
植
林
地
に
な
っ
て
い
る
。

標
高
約
三
四
〇
㍍
。
陽
光
が
差
し
込
む
作
業
道
沿
い
に
は
天
然
更
新
の
高
さ
一
㍍
前
後

の
ト
ド
マ
ツ
の
幼
木
が
並
ん
で
い
る
。
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
林
内
は
フ
ッ
キ
ソ
ウ
な
ど
エ

ゾ
シ
カ
の
食
べ
な
い
種
類
ば
か
り
が
目
に
つ
い
た
。

　

作
業
道
を
離
れ
し
ば
ら
く
進
む
と
斜
面
が
き
つ
く
な
り
、
ゴ
ー
ル
直
前
の
急
斜
面
に

入
る
。
標
高
三
七
〇
㍍
付
近
で
最
初
の
土
留
め
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
が
出

現
し
た
。
標
高
四
〇
〇
㍍
を
超
え
る
と
斜
面
の
露
岩
が
増
え
、
ま
る
で
ガ
レ
場
と
い
っ

た
雰
囲
気
に
な
る
。
斜
面
を
横
断
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
の
間
隔
が
狭
ま
り
、
露
岩
を
固

定
す
る
金
網
が
コ
ー
ス
全
面
に
張
ら
れ
、
そ
の
金
網
を
支
え
る
た
め
に
直
径
一
㌢
の
ワ

イ
ヤ
ー
が
縦
横
に
張
ら
れ
て
い
た
。
金
網
は
錆
び
て
ず
た
ず
た
に
な
っ
て
い
た
が
、
十

分
に
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
露
岩
が
崩
れ
た
り
表
土
が
流
れ
た
形
跡
は
な

か
っ
た
。

　

土
砂
が
溜
り
安
定
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
の
す
ぐ
上
は
、
植
え
ら
れ
た
ダ
ケ
カ
ン

バ
が
比
較
的
よ
く
成
長
し
て
い
た
。
た
だ
し
大
き
な
岩
が
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

根
が
十
分
に
張
れ
ず
育
ち
き
れ
な
い
細
い
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
チ
シ

マ
ザ
サ
に
紛
れ
て
い
た
。

　

標
高
五
〇
〇
㍍
で
急
斜
面
が
終
わ
り
緩
斜
面
に
入
る
。
男
女
の
コ
ー
ス
が
交
差
す
る

あ
た
り
で
、
植
林
幅
は
一
〇
〇
㍍
ぐ
ら
い
あ
り
そ
う
だ
。
植
え
ら
れ
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
が

一
〇
㍍
以
上
に
伸
び
て
い
る
。
そ
の
中
を
道
標
に
し
た
が
っ
て
進
む
が
、
ま
る
で
シ
ラ

カ
バ
並
木
を
歩
い
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
周
囲
に
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
が
整
然

と
並
ん
で
い
た
。
コ
ー
ス
外
側
の
天
然
林
か
ら
ア
オ
ダ
モ
や
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
が
侵
入
し
て

い
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
の
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
一
月
に
同
じ
場
所
を
撮
っ
た

写
真
が
あ
る
。
苫
小
牧
の
泉
田
健
一
が
仲
間
と
「
滑
降
コ
ー
ス
を
滑
っ
て
や
ろ
う
」
と

写真２　オコタンペ川に残る会場入口橋の橋台

写真３　斜面に設けられた土留め用コンクリートブロック擁壁
　　　　   (標高400m付近)
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入
り
込
ん
だ
時
に
写
し
た
も
の
だ
。
勇
ん
で
コ
ー
ス
を
登
っ
た
も
の
の
「
ゴ
ー
ル
手
前

の
最
大
傾
斜
の
斜
面
（
壁
）
に
来
る
と
き
つ
く
て
滑
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
斜
滑
降
と

キ
ッ
ク
タ
ー
ン
で
下
り
た
」
と
振
り
返
り
、
青
い
支
笏
湖
に
向
か
っ
て
滑
り
降
り
て
い

く
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

筆
者
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
に
同
じ
場
所
ま
で
登
っ
た
。
ス
キ
ー
を
滑
る
つ
も
り

は
な
く
「
コ
ー
ス
を
見
て
や
ろ
う
」
と
い
う
野
次
馬
的
興
味
か
ら
だ
っ
た
。
天
気
が
悪

く
て
湖
と
山
の
絶
景
は
拝
め
な
か
っ
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
雰
囲
気
は
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。

　

標
高
六
〇
〇
㍍
を
超
え
る
と
植
栽
さ
れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ト
ド
マ

ツ
の
生
育
度
合
が
落
ち
て
く
る
。
標
高
六
五
〇
㍍
あ
た
り
か
ら
土
留
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
、金
網
が
多
数
出
現
す
る
。露
岩
地
で
は
周
囲
か
ら
の
チ
シ
マ
ザ
サ
の
侵
入
も
多
い
。

た
だ
し
、
斜
面
が
平
坦
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
直
径
三
〇
㌢
を
超
え
る
ト
ド
マ
ツ
が
並

ん
で
い
た
。

　

同
時
に
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
ト
ド
マ
ツ
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
風
倒
木
が
目
立
つ
よ
う

　

に
な
っ
た
。

　

葉
が
緑
で
ま
だ
松
脂
臭
が
漂
う
直
径
三
〇
㌢
も
あ
る
ト
ド
マ
ツ
が
数
本
ま
と
ま
っ

て
倒
れ
て
い
た
。
直
径
二
〇
㌢
ク
ラ
ス
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
十
数
本
ま
と
ま
っ
て
倒
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
根
も
浅
く
、
根
と
表
土
が
ま
る
で
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
よ
う
に
め
く
れ
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
サ
イ
ズ
の
風
倒
木
が
ま
と
ま
っ
て
あ
っ
た
の

は
、
こ
の
場
所
だ
け
だ
っ
た
と
思
う
。
地
形
的
要
因
で
最
近
か
な
り
強
い
風
が
吹
き
抜

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

標
高
八
〇
〇
㍍
を
超
え
る
と
、
植
え
ら
れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ダ
ケ

カ
ン
バ
の
生
育
が
極
端
に
悪
く
な
っ
た
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
細
く
と
も
な
ん
と
か
伸
び
て

い
る
が
、
チ
シ
マ
ザ
サ
に
覆
わ
れ
隠
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
は
ち
ょ
っ
と

か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。
八
二
〇
㍍
で
、
今
年
と
思
わ
れ
る
腐
っ
た
倒
木
に
つ
く
ら
れ
た

ア
リ
の
巣
を
壊
し
た
ヒ
グ
マ
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
。

　

九
二
〇
㍍
で
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
終
点
の
女
子
ス
タ
ー
ト
地
点
に
出
た
。
斜
面
を
幅
三
〇

～
五
〇
㍍
削
っ
て
平
ら
に
し
た
広
場
で
、
ハ
ン
ノ
キ
類
が
主
に
植
え
ら
れ
た
は
ず
だ
が

写真４　五輪開催前年の女子滑降コースとゴンドラ
　　 　　 (昭和46年１月18日撮影：泉田 健一)

写真５　生育が極端に悪い標高600m付近のアカエゾ
　　　　マツ林

写真６　草地となっているロープウエイ終点の 広場　
　　　　　　　　　　　　 　

写真７　まとまって根返りしたアカエゾマツ
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草
地
に
な
っ
て
い
た
。
女
子
ス
タ
ー
ト
側
（
北
側
）
に
直
径
三
八
㌢
の
金
属
支
柱
が
二

本
切
断
さ
れ
て
基
礎
と
と
も
に
残
っ
て
い
た
。
男
子
コ
ー
ス
の
下
を
潜
っ
た
ア
ー
チ
状

の
金
属
板
を
つ
な
い
だ
ト
ン
ネ
ル
も
あ
り
、
中
に
は
廃
材
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
。
周

囲
に
は
陶
器
の
破
片
や
ト
タ
ン
板
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
固
定
金
具
な
ど
が
半
分
以
上
埋
ま
っ

た
状
態
で
散
ら
ば
っ
て
い
た
。

　

施
設
解
体
の
従
事
者
か
ら
「
運
び
き
れ
な
い
資
材
は
、
近
く
の
沢
に
投
げ
込
ん
で
始

末
し
た
」
と
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
北
側
の
沢
に
下
り
て
み
た
が
、
十
分
な
時

間
も
な
く
何
も
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

標
高
一
〇
〇
〇
㍍
を
超
え
、
男
子
ス
タ
ー
ト
地
点
近
く
な
る
と
、
風
雪
で
枝
や
幹
が

横
に
伸
び
た
い
じ
け
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
ば
か
り
が
目
に
つ
く
。
土
留
め
に
張
ら
れ
た
金
網

は
ワ
イ
ヤ
ー
で
は
な
く
鉄
パ
イ
プ
で
固
定
さ
れ
て
い
た
。
周
囲
に
は
や
は
り
い
じ
け
た

樹
高
の
低
い
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ハ
イ
マ
ツ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
植
栽
か
自
然
侵

入
か
の
見
分
け
は
付
か
な
か
っ
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
こ
ん
な
場
所
に
も
エ
ゾ
シ
カ
の
新
し
い
糞
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。
周
囲

を
よ
く
見
る
と
足
跡
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
こ
こ
に
登
っ
て
く
る
ま
で

の
道
に
は
ペ
ン
キ
や
テ
ー
プ
な
ど
多
く
の
標
識
が
あ
っ
た
も
の
の
道
の
実
態
は
シ
カ

道
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
「
こ
こ
ま
で
登
っ
て
来
る
な
よ
」
と
言
い
た
く

な
る
。
肥
料
の
袋
や
樹
木
の
生
育
調
査
に
使
っ
た
と
の
だ
ろ
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
標
識

杭
な
ど
人
間
の
残
し
た
も
の
も
案
外
多
か
っ
た
。
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
秋
に

こ
こ
ま
で
来
た
と
き
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
コ
ー
ス
沿
い
に
立
て
ら
れ
た
三
角
形
の

小
旗
を
見
つ
け
、
今
回
も
う
一
つ
と
期
待
し
て
い
た
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

男
子
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
行
き
着
く
と
、
斜
面
と
い
う
よ
り
岩
壁
に
立
っ
て
い
る
よ

う
な
気
分
に
な
る
。
こ
こ
に
足
場
を
組
ん
で
ス
タ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
た
関
係
者
の

苦
労
が
思
い
浮
か
ぶ
。
振
り
返
る
と
正
面
に
真
っ
青
な
湖
の
西
半
分
が
見
え
た
。
急
斜

面
を
北
側
に
回
る
と
、
葉
を
落
と
し
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
越
し
に
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
が
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。

最
後
に

　

″
違
和
感″

を
感
じ
た
コ
ー
ス
跡
地
を
自
分
な
り
に
歩
い
て
、
見
た
、
そ
の
実
感
は

単
純
な
も
の
だ
っ
た
。
『
最
終
報
告
書
』
で
ど
の
よ
う
に
「
わ
が
国
唯
一
の
森
林
復
元

の
成
功
例
」
と
評
価
し
て
い
て
も
、
な
ん
の
こ
と
は
な
い
た
だ
の
″
造
林
地″

と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
支
笏
湖
周
辺
の
天
然
林
で
感
じ
る
空
気
と
は
異
質
だ
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
、
関
係
者
の
長
年
の
努
力
で
、
本
来
あ
る
べ
き
で
な
い
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が

植
え
ら
れ
る
な
ど
伐
採
前
と
林
相
は
違
う
も
の
の
、
森
林
の
再
生
が
曲
が
り
な
り
に
も

進
ん
で
い
る
と
思
っ
た
。
同
時
に
湖
の
対
岸
に
あ
る
樽
前
山
（
一
〇
四
一
㍍
）
の
こ
と

を
考
え
て
し
ま
っ
た
。

　

樽
前
山
が
、
そ
の
山
麓
を
火
砕
流
で
最
後
に
埋
め
尽
く
し
た
元
文
四
（
一
七
三
九
）

年
の
大
噴
火
を
起
こ
し
て
か
ら
二
七
〇
年
余
り
。
火
砕
流
に
埋
ま
っ
て
消
滅
し
た
山
麓

の
樹
木
は
や
っ
と
標
高
七
〇
〇
㍍
前
後
ま
で
登
っ
て
き
た
。稜
線
ま
で
あ
と
三
〇
〇
㍍
。

写真８　投げ込まれた廃材が残るトンネルの上部 　
　　　　　　　　 

写真９　男子スタート地点付近の斜面
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樽
前
山
と
恵
庭
岳
を
同
列
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
恵
庭
岳
の
コ
ー
ス
復
元

が
始
ま
っ
て
か
ら
わ
ず
か
四
〇
年
。
『
最
終
報
告
書
』
の
「
周
辺
と
の
調
和
、
同
化
は

時
間
と
と
も
に
解
決
さ
れ
る
」
と
は
い
っ
た
い
い
つ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
新
た
な

森
に
な
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
と
て
つ
も
な
く
長
い
年
月
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
標
高
一
〇
〇
〇
㍍
付
近
に
、
リ
フ
ト
用
な
の
か
電
柱
用
な
の
は
分

か
ら
な
い
が
切
り
倒
さ
れ
た
金
属
支
柱
が
一
本
残
さ
れ
て
い
る
。
一
息
つ
い
て
座
る
に

は
ち
ょ
う
ど
良
い
太
さ
の
支
柱
に
は
、
赤
い
ペ
ン
キ
で
「
お
休
み
下
さ
い
」
と
書
き
込

ん
で
あ
り
、
い
つ
も
こ
こ
で
一
服
す
る
。
長
年
に
わ
た
り
植
樹
木
の
保
育
、
管
理
に
あ

た
っ
た
人
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
ご
愛
嬌
な
の
だ
ろ
う
。
い
つ
も
た
ば
こ
を
ふ
か
し
な
が

ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
本
稿
掲
載
の
滑
降
競
技
場
跡
地
写
真
は
平
成
二
十
五
年
十
月
筆
者
撮
影
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

　
写真10　標高1,000m付近で見つけたコースに沿って
　　　　並べられた小三角旗

写真11　赤ペンキで「お休み下さい」と書かれ　た金
　　　　属支柱　　　　

図１　全地球測位網(ＧＰＳ)による恵庭岳女子滑降コース登山軌跡図
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